
 

 16  3章 使用前準備 

3-4-3 口元フローセンサの使用+ 

 

フローセンサは小児から成人患者まで使用可能な、ディスポーザブルの単一患者使用の口元フローセンサです。

必要に応じて、フローセンサに付属する15/22㎜アダプタを用いてください。フローセンサに付属している回路クリ

ップを用いることで呼吸回路チューブにフローセンサラインを固定することができます。 

 

加温加湿器仕様、人工鼻仕様など使用状況に合わせセットアップします。口元フローセンサを使用する場合

は、コネクタをフロントパネルのポートに接続してください。青のラインが患者側になるようにYピース先端に取り付

けます。接続すると、本装置は口元フローセンサを認識し、次の追加機能が有効になります。 

 

 フロートリガー 

 呼気換気量モニタリング（呼気） 

 高一回換気量警報（呼気） 

 高/低分時換気量警報（呼気） 

 

フローセンサを使用しない場合は、フロントパネルのポートからコネクタを外してください。 

 

 注意 

 ・ 呼吸器回路を通じてネブライザによる治療を行う際は、必ず回路からフローセンサを取り外してください。

フローセンサに薬剤が付着し、正しく機能しなくなることを防ぎます。 

 ・ 加温加湿器と併用する場合は、結露による水滴がフローセンサラインに入り込まないようフローセンサ

のラインコネクタが上を向くように設置してください。 

 ・ 人工鼻と併用する場合は、フローセンサよりも人工鼻が患者側になるように設置することを推奨します。 

+…本装置においてフローセンサを使用する場合のみ使用可能です。


